
老後資金はいくら？―家計調査2024から見る現実！ 

2024年の総務省「家計調査」によると、65歳以上の無職世帯（夫婦のみ）では、月平均収入

が25万2,818円、支出が28万6,877円で、毎月約3万4,000円の赤字。単身無職世帯は収入13万

4,116円、支出16万1,933円で、約2万8,000円が不足しています。この赤字分が65歳から100歳

までの35年間続くと仮定すると、必要となる資金は次のとおりです。 

・夫婦のみ世帯：毎月約3万4,000円不足→年間約40万8,000円→35年間で 約1,428万円 

・単身世帯  ：毎月約2万8,000円不足→年間約33万6,000円→35年間で 約1,176万円 

もっとも、この試算は収入・支出が将来も一定であることを前提としています。実際には、

年齢を重ねるにつれ交際費などが減少し、支出額も小さくなっていきます。家計調査による

と、夫婦世帯の赤字額は65～69歳で▲4.5万円、70～74歳で▲2.8万円、75歳以上では▲2.1万

円となっています。 

2019年に「老後2,000万円問題」として話題になった金融庁のレポートでは、65歳以上の無

職世帯（夫婦のみ）の収支は、収入が20万9,198円、支出は26万3,718円でした。当時と比較す

ると、近年は収入の伸びが大きくなっています。 

ただ、家計調査の数字はあくまでも全体平均です。生活ス 

タイルなどにより収支は大きく異なります。ぜひ一度、ご自 

身の家計に当てはめて、「わが家の老後資金」について具体的 

にイメージしてみてくださいね。 
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全国各地で秋祭りが行われる10月。多く

が秋の収穫を祝い、神様に感謝を伝えた

り、もてなすために行われています。神様

が宿る乗り物として登場する「神輿」「山

車（だんじり）」の違いをご存知ですか？

神輿は町の繁栄を祈る神様専用の乗り物、

山車は神様が降りてくる場所で、もてなす

のが目的の乗り物だそうです。 

遺留分とは、相続人に最低限保証されて

いる「相続する権利」のことです。 

では、遺留分を持つ人の範囲は次のうち

どれでしょうか？ 

 

１．配偶者・子・直系尊属・兄弟姉妹 

２．配偶者・子・直系尊属 

３．配偶者・子 

 

(答えは裏面にあります！) 

 

 

 



  

離婚をしたとき、財産分与や養育費だけでなく「年金」も分けられることをご存じでしょ

うか。年金分割制度とは、婚姻期間中の夫婦の厚生年金保険料の納付実績を分けあう仕組み

です。特に専業主婦（夫）やパート勤務で厚生年金の加入が少ない側にとっては、老後の生

活保障を確保する大切な制度といえます。 

年金分割には大きく二つの方法があります。ひとつは「合意分割」で、当事者同士の合意

や裁判所の決定に基づいて最大2分の1まで分けられる仕組みです。もうひとつは2008年に新

設された「3号分割」です。これは、2008年4月以降の婚姻期間中の第3号被保険者期間（厚生

年金加入者に扶養されていた期間）については、自動的に年金を2分の1に分割できる制度で

す。これにより、専業主婦（夫）だった人も自分名義で厚生年金を受け取れるようになりま

した。ただ、分割できるのは「厚生年金」のみで、国民年金や企業年金・退職金は対象外だ

という点には注意が必要です。また、分割請求は離婚後2年 

以内に年金事務所で手続きを行う必要があり、期限を過ぎ 

ると権利を失ってしまいます。 

年金分割は老後資金に直結する重要な制度です。離婚 

を考える際には、財産分与や養育費と同じくらい、将来 

の年金についても早めに確認・準備しておくことが安心 

につながります。 

離婚後の年金、年金分割制度をご存じですか？ 

合同会社さくらコンフォートライフ 鈴木 博幸 

 

 
新NISA・資産運用で、お悩みの方は、お気軽に‼ 

お問い合わせは LINE ID:suzukihiro827 まで！ 

 

 

答えは ２. 配偶者・子・直系尊属 

 

 

遺留分を持つのは「配偶者・子（直系卑

属）・直系尊属（父母など）」のみです。兄

弟姉妹には遺留分はありません。遺留分を

侵害された場合、相続人は「遺留分侵害額

請求」で不足分を請求することができま

す。 

 

物価高が続いている中ですが、秋の味覚が

楽しみな季節です。新米、サンマ、果物、きの

こ等々、日本の秋の恵みが食卓を彩りますね。 

猛暑で食欲も落ちがちだった夏が過ぎて過

ごしやすい季節になった今、心も体もほっと

して食欲も戻ってきたのではないでしょう

か。インバウンド客も増加する中で、日本の

「食欲の秋」は世界中から注目されています

ね。 

 

 


